




Some Discussions Concerning  the descriptions of Battle of Jiksan 












































































































































































































































































































































































































































































































Sun-sin, The Man who Transform KOREA」，米
国ヴァージニア州に本拠を置く在米コリアン団
体のサイト「Yi Sun-sin World」がいずれも閑
山島海戦を世界四大海戦の一つとしていた。
注５： 『韓国放送通信大学校歴史教科書』では，慶長の
役について，「欺瞞的な和平交渉は破れて1597
年倭賊は再び侵入してきた（丁酉再乱）。しか
し，朝鮮もそれまでに訓練都監を設置するなど
軍備を整えていたので，すぐに反撃した。敵は
情勢が不利になると，1598年８月，豊臣秀吉の
死を契機にすべて逃げ帰った」と３行で記述し
ている。古代から現代まで記述する教科書であ
るという制約があるのはわかるが，「明」の一
字も出てこないは訝しい。明軍の助けなく自力
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で日本軍を撃退できたかのような記述である。
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